「あんな 娘 を どこが 好 いんだ、 と 訊かれる と、 さあ、 

ちょっと 一 口に 言へ ない が」 さう 云って、 画家の A は 

話し 出した。 

彼女 はた だ 普通の モデル 娘と して、 私の 画室に 通つ 

てきて ゐ たのです。 私 も 特別、 彼女に 注意 を 払っても 

ゐ ませんで した。 それほど、 彼女 は、 ただの 娘でした。 

年 は 十七 八だった でせ うか、 身体が 大きい からと 言つ 

て、 そのころ 肩揚 をお ろして ゐ ました。 

彼女 は、 見たところ そんな 風で、 人物に も 性情に も 

特長の ない 娘でした が、 人から 何 か 話しかけられたり、 

訊かれる と 返事の か はりに 「まあ」 と 言って、 少し 笑 



か 不思議な ものに 打 たれて、 真剣な 心持ちに なって き 

ました。 

それ は その 眼の ためではありません。 自然の ポ— ズ 

でもありません。 私 は 黙って 見て ゐられ なくなって、 

窓の 外から 「お 光ち やん」 と 呼びかけました。 その 娘 

は、 お 光と いふ 名でした。 

お 光 は、 びっくりして 振り返って、 親愛の 心 持 をみ 

んな その 眼に 集めた やうな 眼 ざしで 私の 方 を 見ながら 

立上りました。 そして 例の 「まあ」 を 言った ものです _ 

あの、 ちらと 影 を さして、 すぐ 消えて いった 瞬間の 

美し さは、 その 二週間に、 こつこつと 描き あげた 作品 
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